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　Abstract

An adult female of Argulus coregoni Thorell, 1864 
was collected in September 2018 from the opercle of a 
red-spotted masu salmon, Oncorhynchus masou 
ishikawae Jordan and McGregor, 1925, in the upper 
Echi River, one of the tributaries of Lake Biwa, the 
largest lake in Japan, Shiga Prefecture. This parasite 
was previously collected from red-spotted masu 
salmon and Ayu, Plecoglossus altivelis altivelis 
(Temminck and Schlegel, 1846), in some tributaries of 
Lake Biwa. Argulus coregoni is considered to 
commonly occur in the tributaries of the lake.

　はじめに

チョウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864は，

淡水魚の体表に寄生するエラオ類の 1種である

（長澤，2009；Nagasawa, 2011）．わが国では，滋

賀県大津産タナゴ属魚類 Acheilognathus sp.（原著

では Acheilognathus moriokae）から得られた標本

をもとに京都帝国大学の時岡　隆博士が 1936年

に初めて記載した（Tokioka, 1936）［このタナゴ

類の学名については合田ほか（2017）を参照］．

その後，チョウモドキは主にサケ科魚類に寄生す

ることが報告され（長澤，2009），近年はアユ

Plecoglossus altivelis altivelis (Temminck and Sch-

legel, 1846)からの採集例が増加している（長澤・

池田，2011；Nagasawa et al., 2015, 2018, 2019；長

澤・森川，2019a–c）．

上記のように，チョウモドキはわが国では滋

賀県で最初に発見されたものの，1936年以降，

最近の採集報告（長澤，2009；Nagasawa et al., 

2018）までチョウモドキの記録はなく，滋賀県に

おける宿主や分布に関する情報は依然として限ら

れている．上記の採集報告では，琵琶湖に流入す

る 5河川（針畑川，姉川，神崎川，御池川，石田

川）のアマゴ Oncorhynchus masou ishikawae Jordan 

and McGregor, 1925と安曇川のアユから得られた

チョウモドキを記録したが，詳細は記述されな

かった．著者らは，こうした経緯を踏まえつつ，

滋賀県でのチョウモドキの分布と宿主利用の実態

を明らかにするため，琵琶湖とその流入河川にお

いて調査を継続している．今回，愛知川の上流域

で採集したアマゴからチョウモドキを得たので，

その概要を報告する．

　材料と方法

2018年 9月 14日，滋賀県東近江市君ケ畑町を

流れる愛知川上流の支流，御池川（35°07′53"N，

136°22′46"E）でミミズを餌に用いた竿釣りによっ

てアマゴ 1尾を採集した．これを活かしたまま広

島大学に運んで氷殺後，冷凍標本とした．後日，

これを水族寄生虫研究室にて解凍後，標準体長

（SL）を測定し，体内外の寄生虫を調べた．見出

されたチョウモドキはピンセットで宿主から注意

深く採取後，70%エタノール液で固定し，性と

体長（背甲前端から腹部後端までの長さ）を記録

した． 

現在，チョウモドキ標本は第一著者のもとに

琵琶湖流入河川におけるチョウモドキの更なる採集記録
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あり，日本産チョウ属エラオ類の分類学的研究を

行った後に，茨城県つくば市にある国立科学博物

館筑波研究施設の甲殻類コレクションに収蔵する

予定である．本論文で述べる魚類の和名と学名は

中坊（2013）に従う．

Fig. 1. A, Argulus coregoni, adult female (11.3 mm in body length), on the right opercle of Oncorhynchus masou ishikawae (135 mm in 
standard length) from the upper Echi River, Shiga Prefecture, central Japan. Frozen-thawed specimen; B and C, A. coregoni, adult female, 
dorsal (B) and venral (C) views. Ethanol-preserved specimen. Scale bars: A, 5 mm; B–C, 2 mm.
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　結果

採集したアマゴ（135 mm SL）の右鰓蓋上にチョ

ウモドキ 1個体の寄生を認めた（Fig. 1A）．この

チョウモドキは，体長 11.3 mmの雌成体で，卵巣

には卵が充満していた（Fig.1B–C）．

　考察

前報（長澤，2009；Nagasawa et al., 2018）と本

論文により，チョウモドキは滋賀県では琵琶湖（大

津）に加えて（Tokioka, 1936），複数の琵琶湖流

入河川にも分布することが一層明らかになった．

わが国の河川におけるチョウモドキの流程分布と

宿主について言及した長澤・森川（2019b）は，

本種は河川上流域ではサケ科魚類，中流域ではア

ユを主な宿主とすると述べている．琵琶湖流入河

川においても，安曇川では下流域のアユから

（Nagasawa et al., 2018），また今回，愛知川上流域

のアマゴ（本論文）からチョウモドキを得たこと

は，長澤・森川（2019b）の考えをほぼ支持する

ものであろう．

チョウモドキはサケ科魚類やアユのほかに，コ

イ科のタナゴ類，ドンコ科のイシドンコ Odon-

tobutis hikimius Iwata and Sakai, 2002，アカザ科の

アカザ Liobagrus reinii Hilgendorf, 1878にも寄生

したことが知られている（Tokioka, 1936; Naga-

sawa et al., 2014; Nagasawa and Ishikawa, 2015）．こ

れらの事実は，チョウモドキが厳密な宿主特異性

を有するのではなく，幅広い分類群の魚類を宿主

として利用することを示している．この点に関し

て，著者らが前報（Nagasawa et al., 2018）で報告

した安曇川産アユは下流域で友釣りによって選択

的に採集したものであり，本論文で報告した愛知

川産アマゴも上流域で生息環境を俯瞰した後に選

択的に釣獲したものである．滋賀県では琵琶湖流

入河川の魚類相がよく研究されており，例えば安

曇川中・下流域［石崎ほか（2016）による同河川

の st.1–2］ではアユを含む 14魚種，愛知川上流

域［石崎ほか（2016）による同河川の st.3–5］で

はアマゴを含む 12魚種の生息が確認されている

（石崎ほか，2016）．今後は，河川におけるチョウ

モドキの流程分布と宿主利用の特徴を明らかにす

るため，生息魚種を流程に沿って非選択的に採集

して，チョウモドキの寄生状況を比較することが

重要である．

今回採集されたチョウモドキの雌成体は卵巣

に卵が充満していた（Fig. 1C）．東京都水産試験

場奥多摩分場で研究されたチョウモドキの生活史

に関する知見（Shimura, 1983）を参考にすると，

この雌成体は 2017年の秋に産出された越冬卵か

ら 2018年の春 –夏に孵化して成長・成熟した個

体で，まもなく産卵すると推測される．本研究で

採集できたチョウモドキの標本はこの雌成体 1個

体に過ぎなかったが，この標本は，チョウモドキ

が愛知川上流域で少なくともアマゴを宿主として

繁殖し生活環を完結していることを強く示唆して

いる．

野生アマゴにおけるチョウモドキの寄生例は

滋賀県（長澤，2009；本論文）と島根県で知られ

（長澤・河合，2016），降海したアマゴがサツキマ

スとなって河川に遡上した後に寄生を受けた例が

山口県から報告されている（Nagasawa et al., 

2017）．
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